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有
刺
鉄
線
に
囲
ま
れ
た

収
容
所
の
思
い
出

神
奈
川
県

楡

井

二

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
六
月
徴
兵
一
年
繰
り
上
げ

布
告
令
で
徴
兵
検
査
を
受
け
る
。
昭
和
二
十
年
一
月
現
役

召
集
。
新
発
田
十
六
連
隊
入
営
、
一
月
二
十
六
日
朝
鮮
会

寧
七
五
連
隊
転
属
。
六
月
一
期
の
検
閲
終
了
後
、
関
東
軍

秦
二
一
一
五
三
部
隊
編
入
、

春
鐘
城
の
山
中
で
陣
地
構

築
半
ば
に
し
て
敗
戦
。
八
月
十
七
日
ト
モ
ン
に
て
武
装
解

除
を
受
け
、
間
島
の
旧
陸
軍
兵
舎
の
仮
収
容
所
に
集
結

す
。
行
軍
の
途
中
南
に
向
か
っ
て
逃
避
行
を
続
け
る
数
組

の
開
拓
団
婦
女
子
の
集
団
と
す
れ
ち
が
う
。
悲
惨
、
残

酷
、
こ
の
世
の
生
き
地
獄
を
見
る
。
八
月
下
旬
日
本
ダ
モ

イ
の
命
令
で
間
島
出
発
、
徒
歩
で
「
ソ
満
国
境
」
通
過

し
、「
ク
ラ
ス
キ
ー
」
の
丘
で
一
週
間
位
幕
舎
で
過
ご
す
。

列
車
に
詰
め
込
ま
れ
幾
日
く
ら
い
走
っ
た
ろ
う
か
、
終
点

で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
換
え
奥
地
へ
と
突
っ
走
る
。
周
囲
の

風
景
は
雪
野
原
と
変
わ
り
、
だ
ま
さ
れ
て
シ
ベ
リ
ア
の
流

刑
地
に
連
れ
こ
ま
れ
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
区
三
〇
一
収
容
所

に
入
っ
た
。
十
月
下
旬
と
記
憶
し
て
い
る
。
宿
舎
は
囚
人

た
ち
の
獄
舎
で
雪
が
吹
き
込
む
オ
ン
ボ
ロ
の
建
屋
だ
っ

た
。入

所
当
初
の
作
業
は
道
路
工
事
は
じ
め
、
水
苔
ム
シ
リ

取
り
の
作
業
。
冬
の
寒
さ
の
中
、
夏
の
服
装
で
寒
さ
と
空

腹
で
生
き
た
心
地
な
し
。
休
日
に
凶
器
所
持
検
査
の
名
目

で
雪
野
原
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
私
物
を
広
げ
ロ
シ
ア
人

の
思
う
が
ま
ま
に
引
っ
か
き
廻
さ
れ
時
計
、
万
年
筆
等
々

強
制
的
に
取
ら
れ
、
文
句
も
言
え
ず
精
神
的
屈
辱
と
無
念

さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

奇
異
に
感
じ
た
出
来
事

一
、
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
と
捕
虜
と
い
う
精
神
的
痛
手
の
最

中
に
昭
和
二
十
一
年
元
旦
の
朝
、
大
隊
長
命
令
で
本
部

広
場
に
全
員
整
列
宮
城

拝
を
さ
せ
ら
れ
た
。
捕
虜
に

な
っ
て
も
過
去
の
亡
霊
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
。
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二
、
零
下
三
〇
度
以
下
に
下
が
る
朝
の
人
員
点
呼
で
、
千

人
足
ら
ず
の
計
算
が
で
き
な
い
ソ
連
兵
の
頭
脳
の
程
度

に
驚
い
た
。
毎
朝
一
時
間
近
く
か
か
り
、
酷
寒
の
中
、

地
獄
の
人
員
点
呼
で
あ
っ
た
。

身
上
調
査
と
捕
虜
郵
便

大
隊
本
部
に
一
人
ず
つ
呼
ば
れ
ソ
連
政
治
局
員
の
身
上

調
査
を
受
け
る
。
こ
れ
が
抑
留
者
の
原
簿
な
の
か
？

終

わ
っ
て
家
族
宛
て
に
手
紙
を
書
い
て
出
す
。
日
本
に
届
く

わ
け
が
な
い
と
思
っ
た
が
二
十
一
年
の
秋
に
留
守
家
族
に

配
達
さ
れ
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。

入
所
当
時
の
食
糧
と
生
活

作
業
か
ら
帰
り
一
食
三
五
〇
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
一
切
れ

と
飯

の
蓋
一
杯
の
ス
ー
プ
で
は
腹
の
ど
こ
に
入
っ
た
か

分
か
ら
な
い
。
日
常
の
会
話
と
い
え
ば
早
く
日
本
に
帰
り

た
い
。
白
い
ご
飯
、
ボ
タ
モ
チ
、
漬
物
が
食
べ
た
い
の
繰

り
返
し
だ
っ
た
。
部
屋
に
は
電
気
ラ
ン
プ
等
は
な
く
、
作

業
の
帰
り
に
持
ち
帰
っ
た
白
樺
の
皮
を
燃
や
し
て
明
か
り

と
し
た
。
部
屋
の
中
に
は
油
煙
が
立
ち
こ
め
、
痩
せ
お
と

ろ
え
た
顔
が
真
っ
黒
に
煤
け
目
玉
だ
け
ギ
ョ
ロ
ギ
ョ
ロ
さ

せ
た
姿
は
お
互
い
み
じ
め
だ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
月

か
ら
民
主
文
化
活
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
ロ
シ
ア
側
の

思
惑
と
後
押
し
の
た
め
活
動
が
尖
鋭
化
し
て
逸
脱
の
嫌
い

は
あ
っ
た
が
そ
の
頃
か
ら
抑
留
ボ
ケ
が
少
し
ず
つ
立
ち

直
っ
て
い
っ
た
。

二
十
二
年
に
入
っ
て
日
本
人
を
抑
留
し
た
最
大
の
目
的

「
バ
ム
鉄
道
」
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
岩
山
を
爆
破
し
、

崩
し
た
岩
石
を
湿
地
に
埋
め
立
て
る
路
盤
の
構
築
は
昼
夜

兼
行
の
危
険
な
重
労
働
だ
っ
た
。
二
十
二
年
五
月
ダ
モ
イ

開
始
、
第
一
次
、
二
次
、
第
三
次
と
幾
人
か
の
友
が
残
留

者
の
羨
望
の
中
を
帰
国
し
て
い
っ
た
。
そ
の
年
も
雪
と
氷

の
冬
に
な
り
、
帰
国
の
望
み
は
断
た
れ
た
。

年
が
明
け
て
昭
和
二
十
三
年
五
月
大
隊
本
部
に
呼
ば

れ
、
小
生
に
帰
国
命
令
が
告
げ
ら
れ
た
。
天
に
も
昇
る
心

地
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
し
、

同
年
五
月
三
十
日
貨
物
船
「
永
徳
丸
」
に
乗
船
六
月
一
日

舞
鶴
に
上
陸
、
吾
が
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
記
念

日
だ
っ
た
。
六
月
三
日
無
事
生
家
に
入
る
。
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出
征
、
軍
隊
、
抑
留
と
い
う
波
乱
万
丈
の
三
年
六
カ
月

は
こ
こ
に
終
わ
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

和
歌
山
県

久
保
田

耕

作

ソ
連
の
ダ
ン
プ
カ
ー
か
ら
降
ろ
す
土
石
で
ど
ん
ど
ん
埋

も
れ
て
い
く
。
零
下
三
〇
度
の
夜
間
作
業
、
万
事
休
す
。

自
分
の
体
は
だ
ん
だ
ん
冷
た
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
時

パ
ッ
と
目
が
覚
め
、
あ
ゝ
こ
こ
は
日
本
や
我
が
家
や
、
復

員
し
て
五
十
年
に
な
る
と
い
う
の
に
こ
の
よ
う
な
夢
を
見

る
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
こ
と
が
身
に
し
て
み
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

私
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
、
関
東
軍
予
備
士

官
学
校
（
石
頭
）
に
希
望
に
燃
え
て
入
校
し
た
が
、
そ
の

年
の
八
月
に
敗
戦
（
昭
和
二
十
年
八
月
）。
十
一
月
に
三

〇
二
収
容
所
に
抑
留
。
二
十
一
年
の
春
三
〇
一
の
カ
リ
エ

ル
小
隊
に
転
属
、
二
十
二
〜
二
十
三
年
と
井
戸
掘
り
、
路

面
建
設
、
駅
付
近
の
水
道
管
設
置
の
た
め
に
穴
掘
り
。
一

貫
し
て
厳
し
い
重
労
働
に
従
事
し
た
。
二
十
四
年
の
春
、

残
り
少
な
く
な
っ
た
隊
員
と
共
に
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
移

動
、
各
方
面
か
ら
残
員
と
合
同
、
大
き
な
レ
ン
ガ
作
り
の

家
を
建
築
す
る
。

二
十
四
年
十
一
月
中
旬
、
や
っ
と
最
終
に
近
い
船
で
舞

鶴
港
に
上
陸
、
懐
か
し
の
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
時
の
喜

び
、
感
激
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

復
員
後
、
公
務
員
も
し
、
そ
の
後
結
婚
し
四
人
の
子
供

と
孫
に
囲
ま
れ
、
色
々
事
業
も
や
っ
た
が
力
不
足
等
も
あ

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
ま
あ
ま
あ
の
生
活
で
す
。
次
男
は

家
業
の
醬
油
屋
を
や
り
、
私
共
も
同
居
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
今
は
小
さ
な
ホ
テ
ル
の
下
足
番
を
し
て
働
い
て
お
り

ま
す
。
車
が
好
き
で
各
地
を
運
転
し
て
飛
び
廻
っ
て
お
り

ま
す
。
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